
　2007 年 9 月 24 日（月）、シダックスホー

ル（東京都渋谷区）にて、がんばらない介

護生活を考える会主催の「2007 年介護の日2007 年介護の日

セミナー〜がんばらない介護生活を一歩進セミナー〜がんばらない介護生活を一歩進

めるために〜めるために〜」が開催されました。

　がんばらない介護生活を考える会は、介

護をする側・される側の両方が、がんばら

なくてすむ社会をつくるために 2002 年に

設立。2005 年には 9 月 25 日を『介護の日』

とし、『あらゆる立場の人が介護についての

関心と理解を深めるとともに、質の高い介質の高い介

護をあきらめずに続けられる「がんばらな護をあきらめずに続けられる「がんばらな

い介護生活」の実現い介護生活」の実現を目指して、新しい一

歩を踏み出す日』としてセミナーを実施。

今回で 3 回目になる介護の日セミナーは、

日々の介護に役立つヒントの詰まった充実

した一日になりました。

　最初のセミナーは、岡本祐三氏（国際高岡本祐三氏（国際高

齢者医療研究所所長　岡本クリニック院長）齢者医療研究所所長　岡本クリニック院長）

による「認知症の最新ケア」。認知症になる

と、金銭管理や段取りが立てられない、年

月がわからないなど、これまでしてきたい

つものことができなくなり、不安を感じ混

乱すると、問題行動へ変わってしまいます。

　身体障害のケアは、生活動作の障害に対

し自立能力を損なわないようにするわけで

すが、認知障害のケアは、不安や混乱の起認知障害のケアは、不安や混乱の起

こらない安心できる環境づくりが大切こらない安心できる環境づくりが大切にな

ります。できないことを無理にやらせよう

としても、本人にとっては苦痛であり、自

尊心が傷つき、攻撃的になるなど問題行動

へと変わってしまうからです。認知症の介

護は「適切な医療的診断」「デイケア・デイ

サービスの利用」「十分な家族カウンセリン

グ」と、三位一体で行いましょう。
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　樋口恵子氏（高齢社会をよくする女性の樋口恵子氏（高齢社会をよくする女性の

会理事長）会理事長）による特別講演は、「がんばらな

い介護生活を一歩進めるために」。

　育児が一段落して社会復帰した女性が、

家族の介護のために退職を迫られることは

少なくありません。日本では「親の面倒を

みるのは女性（嫁）の仕事」とみなされ、

この問題の重要性を見逃してきました。介

護保険制度施行を機にこの問題は社会化さ

れたものの、農村部や漁村部などでは、長

男の嫁が親の介護を担っているケースはま

だまだ多いそうです。一方、生活自立能力

を身につけてこなかった伝統的な日本男性

が介護をするケースも増え、孤立している

場合もあります。介護が必要になったとき、

社会的サービスや役に立つ情報を上手に利社会的サービスや役に立つ情報を上手に利

用しながら、精神的にゆとりの持てる介護用しながら、精神的にゆとりの持てる介護

生活生活ができれば、一人でがんばらなくても

すむのです。母親と夫の介護を経験し、見

送ってきた樋口氏、「私がいま元気なのは、

介護をがんばらなかったから」といいます。

　「要介護者になるとは、ある意味プライド

を捨てること」であると、プロの方々にわ

かってほしいと力説。高齢になり身体が弱っ

ても、人にはこれまで過ごしてきたその人

なりの人生がある。身包み剥がされるよう

な認定法や心の通わない介護のあり方に抵

抗を感じ、介護保険制度を使わなかったり、

施設入所を拒む高齢者もいるからです。

　また、9 月 20 日には舛添厚生労働大臣に、

介護現場で働く人たちの待遇に関する要望

などを伝え、「介護人材確保のための緊急提

言」を提出。各党党首、関係国会議員、厚

生労働省の関係局にも提出してきたそうで

す。提言の内容を知りたい方は下記へ。

NPO 法人 高齢社会をよくする女性の会
http://www7.ocn.ne.jp/~wabas/



　別府明子氏（品川介護福祉専門学校副校別府明子氏（品川介護福祉専門学校副校

長　カウンセラー）長　カウンセラー）は、「がんばらない介護

生活の実践ヒント」を話してくれました。

　まず、一人で抱え込まず、相談する能力、一人で抱え込まず、相談する能力、

人に頼む能力を磨く人に頼む能力を磨くこと。一つのことが駄

目だからとあきらめない。窓口を変えるな

どして相談を続けることで、その先のサポー

トが開けネットワークが広がってきます。

　次に、要介護者のことを第一に考えてく要介護者のことを第一に考えてく

れる協力者、介護者のことをよくわかってれる協力者、介護者のことをよくわかって

くれる味方の両方を見つけるくれる味方の両方を見つけること。例えば、

「愛情のネットワークのモデル」（下の図）は、

円の中心に自分の名前を書き、その周りに

当てはまる人の名前を書いていきます。自

分を支えてくれるサポーターがいるとわか

ると、ストレスに対する免疫力が高まり、

長生きするというデータも出ているそうで

す。名前を書けない場合は、少しずつ書け

る人を増やしていけばいいのです。

　その他にも、自分のしたいことは続ける。自分のしたいことは続ける。

したいことがあるならすぐ始めるしたいことがあるならすぐ始めること。介

護だけの生活では介護をするパワーは出な

い、好きなことができるからこそ介護のパ

ワーが出せるのです。たった一度の人生、

好きなことをしていれば犠牲になっている

などという気持ちも起こらないなど、具体

的なヒントを伝授してくれました。

　葭田美知子氏（NPO 法人メイアイヘルプ葭田美知子氏（NPO 法人メイアイヘルプ

ユー理事　看護師）ユー理事　看護師）は「排泄ケアの実践ア

ドバイス」として、実際にベッド、椅子を

使い、セミナー参加者にも登場していただ

き、プロならではのオムツの当て方、移動

の仕方のテクニックを披露してくれました。

　排泄ケアをするには、まず、排泄パター排泄パター

ンを知ることンを知ることです。一週間もチェックして

いれば見えてきます。その人の排尿、排便

のパターンがつかめたら、これに合わせて

適切なオムツを選びます。尿、便、血液は

成分が異なりますが、それぞれの成分を吸

収しやすいタイプを選べば、当てている本

人も快適であり、経費削減にもなります。

　人間は生まれたときから自分らしく動い

ています。どんな状況でも、その動きがで

きるように、相手のペースで動かしてあげ相手のペースで動かしてあげ

るるとお互い楽にできるものです。恐怖感で

はなく、安心感を与えるのがプロ安心感を与えるのがプロ。筋肉の

伸縮を利用し、自然に伸びながら、よじれ

ながら転がすプロならではのテクニックな

ども披露してくれました。

　がんばらない介護生活を考える会のホー

ムページでは、オムツの選び方がわかる排

泄ケアチェックシートをはじめ、専門家か

らの応援メッセージなど、多くの役立つ情

報がご覧いただけます。

がんばらない介護生活を考える会
http://www.gambaranaikaigo.com/
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●愛情のネットワークのモデル

（Kahn&Antonucci,1980 による）

がんばらない介護生活「一歩前進のヒント」10 カ条
○ 月や山から、庭の花まで、自然を満喫しよう。　○ コーヒー・お茶・アロマ。暮らしに香りを取り入れよう。
○ 歌ったり聴いたり音楽を楽しもう。　　　　　　○ 1 日 1 回、自分のためにお茶の時間を持とう。
○ 便利な道具を上手に取り入れよう。　　　　　　○ ボランティアや仕事で社会とつながろう。
○ 定期的に旅行を計画し、実行しよう。　　　　　○ 月 1 回「私の日」をつくろう。
○ やりたいことは続けよう、今すぐ始めよう。　　○ ありのままの自分をほめよう、受け入れよう。


